
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　割り当てられた通信端末を管理し、前記割り当てられた各通信端末の

を有するホーム装置として、他のゲートキーパーから前記通信端末に関するＬＲ
Ｑ信号を受け取ると前記通信端末の を含むＬＣＦ信号を返信する第１のゲー
トキーパーと、
　前記第１のゲートキーパーをホーム装置とする通信端末が自己の管理する領域に移動し
てきたときに前記通信端末からの登録要求に対して登録受付を行うことにより、前記通信
端末に対する呼制御を可能にする前記通信端末のローミング先となる第２のゲートキーパ
ーと、を備え、
　前記第１のゲートキーパーをホーム装置とする通信端末を登録した第２のゲートキーパ
ーは、前記第１のゲートキーパーを含む他のゲートキーパーにローミング通知メッセージ
を含むＬＲＱ信号をマルチキャストで送信して前記通信端末のホーム装置である前記第１
のゲートキーパーから前記通信端末の を含むＬＣＦ信号を受信することによ
りゲートキーパー間のローミングサービスを行い、
　前記第２のゲートキーパーによって呼制御され、前記第１のゲートキーパーをホーム装
置とする通信端末に対して他端末から発呼されたとき、前記他端末を呼制御する他のゲー
トキーパーからのＬＲＱ信号のマルチキャスト送信に対し、発呼先の通信端末のホーム装
置である前記第１のゲートキーパーが前記通信端末の を含むＬＣＦ信号を

返信する

10

20

JP 4014930 B2 2007.11.28

電話番号とＩＰア
ドレスと

ＩＰアドレス

ＩＰアドレス

ＩＰアドレス 前
記他のゲートキーパーに と、前記他のゲートキーパーは前記通信端末のＩＰアド



、前記第１の
ゲートキーパーと前記第２のゲートキーパーとでコネクションを確立して前記通信端末と
他端末との通話を行わせることを特徴とするローミングネットワークシステム。
【請求項２】
　前記ローミング通知メッセージは、前記通信端末がローミング先である前記第２のゲー
トキーパーによって呼制御されていることを示すメッセージであることを特徴とする請求
項 のローミングネットワークシステム。
【請求項３】
　移動端末と、該移動端末を管理する無線基地局と、該無線基地局を収容するゲートウェ
イ装置と、該ゲートウェイ装置を管理するゲートキーパー装置とから構成されるネットワ
ークシステムにおいて、前記移動端末が他のゲートキーパー装置の管理領域に移動した場
合、前記移動端末は移動先の無線基地局を介して前記他のゲートキーパー装置に自機の登
録要求を送信し、この登録要求を受信した前記他のゲートキーパー装置は前記移動端末の
登録処理を行って登録受付を前記移動端末に送信するとともにほかの複数のゲートキーパ
ー装置に対して前記移動端末の呼制御を管理していることを示すローミング通知メッセー
ジを含む信号を送信し、この信号を受信した前記移動端末のホームとなるゲートキーパー
装置は前記受信したローミング通知メッセージから前記移動端末が自己をホームとする移
動端末であると判断した場合に前記移動端末の を含む応答信号を返信

こ
とを特徴とするローミングネットワークシステム。
【請求項４】
　移動端末と、該移動端末を管理する無線基地局と、該無線基地局を収容するゲートウェ
イ装置と、該ゲートウェイ装置を管理するゲートキーパー装置とから構成されるネットワ
ークシステムにおいて、前記移動端末が他のゲートキーパー装置の管理領域に移動した場
合、前記移動端末は移動先の無線基地局を介して前記他のゲートキーパー装置に自機の登
録要求を送信し、この登録要求を受信した前記他のゲートキーパー装置は前記移動端末の
登録処理を行って登録受付を前記移動端末に送信するとともにほかの複数のゲートキーパ
ー装置に対して前記移動端末の位置解決のための信号を送信し、この位置解決のための信
号を受信したゲートキーパー装置のいずれかが前記移動端末のＩＰアドレスを含む応答信
号を返信すると、前記他のゲートキーパー装置は前記応答信号を返信してきたゲートキー
パー装置とコネクションを確立して前記移動端末の呼制御を管理していることを示すロー
ミング通知メッセージを含むメッセージを送信し、このメッセージを受信したゲートキー
パー装置は前記メッセージ中の情報を登録して応答メッセージを返信
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レスを前記発呼した他端末に送信し、前記発呼した他端末は受信したＩＰアドレスの通信
端末へのセットアップ信号を第１のゲートキーパーに送信し、第１のゲートキーパーは前
記受信したセットアップ信号を第２のゲートキーパーに転送することにより

１記載

ＩＰアドレス し、前
記移動端末が他のゲートキーパー装置の管理領域に移動後に発呼端末が前記移動端末に発
呼する場合、前記発呼端末を管理する発呼側ゲートキーパー装置がほかの複数のゲートキ
ーパー装置に対してＬＲＱ信号を送信し、このＬＲＱ信号を受信したゲートキーパー装置
のうち前記移動端末のホームとなるホームゲートキーパー装置が前記移動端末のＩＰアド
レスを含む応答信号を返信すると、前記発呼側ゲートキーパー装置は前記ＩＰアドレスの
移動端末へのセットアップ信号を前記ホームゲートキーパー装置に送信し、前記ホームゲ
ートキーパー装置は前記受信したセットアップ信号を移動先の前記他のゲートキーパー装
置に転送することにより、前記ホームゲートキーパー装置と移動先の前記他のゲートキー
パー装置とでコネクションを確立して前記移動端末と前記発呼端末との通話を行わせる

し、前記移動端末が
他のゲートキーパー装置の管理領域に移動後に発呼端末が前記移動端末に発呼する場合、
前記発呼端末を管理する発呼側ゲートキーパー装置がほかの複数のゲートキーパー装置に
対してＬＲＱ信号を送信し、このＬＲＱ信号を受信したゲートキーパー装置のうち前記移
動端末のホームとなるホームゲートキーパー装置が前記移動端末のＩＰアドレスを含む応
答信号を返信すると、前記発呼側ゲートキーパー装置は前記ＩＰアドレスの移動端末への
セットアップ信号を前記ホームゲートキーパー装置に送信し、前記ホームゲートキーパー
装置は前記受信したセットアップ信号を移動先の前記他のゲートキーパー装置に転送する



ことを特徴とす
るローミングネットワークシステム。
【請求項５】
　移動端末が他のゲートキーパー装置の管理領域に移動した場合、前記移動端末は移動先
の無線基地局を介して前記他のゲートキーパー装置に自機の登録要求を送信し、この登録
要求を受信した前記他のゲートキーパー装置は前記移動端末の登録処理を行って登録受付
を前記移動端末に送信するとともにほかの複数のゲートキーパー装置に対して前記移動端
末の呼制御を管理していることを示すローミング通知メッセージを含む信号を送信し、こ
の信号を受信した前記移動端末のホームとなるゲートキーパー装置は前記受信したローミ
ング通知メッセージから前記移動端末が自己をホームとする移動端末であると判断した場
合に前記移動端末の を含む応答信号を返信

ことを特徴とするローミ
ング制御方法。
【請求項６】
　移動端末が他のゲートキーパー装置の管理領域に移動した場合、前記移動端末は移動先
の無線基地局を介して前記他のゲートキーパー装置に自機の登録要求を送信し、この登録
要求を受信した前記他のゲートキーパー装置は前記移動端末の登録処理を行って登録受付
を前記移動端末に送信するとともにほかの複数のゲートキーパー装置に対して前記移動端
末の位置解決のための信号を送信し、この位置解決のための信号を受信したゲートキーパ
ー装置のいずれかが前記移動端末のＩＰアドレスを含む応答信号を返信すると、前記他の
ゲートキーパー装置は前記応答信号を返信してきたゲートキーパー装置とコネクションを
確立して前記移動端末の呼制御を管理していることを示すローミング通知メッセージを含
むメッセージを送信し、このメッセージを受信したゲートキーパー装置は前記メッセージ
中の情報を登録して応答メッセージを返信

ことを特徴とするローミング制御方法
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＰＨＳ等の通信端末を利用したローミングネットワークシステムに係り、特に
、通信端末のローミングサービスを可能にしたローミングネットワークシステムに関する
。
【０００２】
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ことにより、前記ホームゲートキーパー装置と移動先の前記他のゲートキーパー装置とで
コネクションを確立して前記移動端末と前記発呼端末との通話を行わせる

ＩＰアドレス し、前記移動端末が前記他のゲー
トキーパー装置の管理領域に移動後に発呼端末が前記移動端末に発呼する場合、前記発呼
端末を管理する発呼側ゲートキーパー装置がほかの複数のゲートキーパー装置に対してＬ
ＲＱ信号を送信し、このＬＲＱ信号を受信したゲートキーパー装置のうち前記移動端末の
ホームとなるホームゲートキーパー装置が前記移動端末のＩＰアドレスを含む応答信号を
返信すると、前記発呼側ゲートキーパー装置は前記ＩＰアドレスの移動端末へのセットア
ップ信号を前記ホームゲートキーパー装置に送信し、前記ホームゲートキーパー装置は前
記受信したセットアップ信号を移動先の前記他のゲートキーパー装置に転送することによ
り、前記ホームゲートキーパー装置と移動先の前記他のゲートキーパー装置とでコネクシ
ョンを確立して前記移動端末と前記発呼端末との通話を行わせる

し、前記移動端末が前記他のゲートキーパー装
置の管理領域に移動後に発呼端末が前記移動端末に発呼する場合、前記発呼端末を管理す
る発呼側ゲートキーパー装置がほかの複数のゲートキーパー装置に対してＬＲＱ信号を送
信し、このＬＲＱ信号を受信したゲートキーパー装置のうち前記移動端末のホームとなる
ホームゲートキーパー装置が前記移動端末のＩＰアドレスを含む応答信号を返信すると、
前記発呼側ゲートキーパー装置は前記ＩＰアドレスの移動端末へのセットアップ信号を前
記ホームゲートキーパー装置に送信し、前記ホームゲートキーパー装置は前記受信したセ
ットアップ信号を移動先の前記他のゲートキーパー装置に転送することにより、前記ホー
ムゲートキーパー装置と移動先の前記他のゲートキーパー装置とでコネクションを確立し
て前記移動端末と前記発呼端末との通話を行わせる



【従来の技術】
ＩＴＵ（国際電気通信連合）が策定したＨ．３２３勧告には、ＶｏＩＰネットワーク上の
エンドポイントに対して、ＶｏＩＰネットワーク上のゲートキーパー（以下「ＧＫ」とい
う。）がアドレス変換やアクセス制御に関する規約が規定されている。
【０００３】
ＶｏＩＰネットワーク上のエンドポイントは、自エンドポイントの情報登録を行ってくれ
るＧＫを探すために、ＶｏＩＰネットワーク上のＧＫに向けてＲＲＱ（登録要求）信号を
送る。ＧＫは、ＲＲＱ信号を受信し、自ＧＫにて登録可能であれば登録処理を行うと共に
、その旨を知らせるＲＣＦ（登録受付）信号をエンドポイントに対して返送する。ＲＣＦ
信号を受け取ったエンドポイントは、そのＧＫを通じて他エンドポイントと通信を行う。
【０００４】
このようなＶｏＩＰネットワーク上の各ＧＫにゲートウェイ（以下「ＧＷ」という。）を
介してエンドポイントに相当するＰＨＳ等の通信端末の基地局を対応させて、各ＧＫにて
ＰＨＳプロトコル（ＲＣＲ  ＳＴＤ -28）とＶｏＩＰとのプロトコル変換を行うことにより
、ＶｏＩＰネットワーク内にＰＨＳを利用したローミングネットワークシステムを構築す
ることができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来のＶｏＩＰ技術では、異なるＧＫに接続された全てのＰＨＳ基地局間でのロ
ーミングサービスを提供する手段がなかった。このための対応策の一つとして、相互にロ
ーミング可能な全てのＧＫ間に専用のＴＣＰコネクションを固定的に張り、Ｑ sig（ＪＴ -
Ｑ 931a）プロトコルを使用したローミング通知処理を実施するという方法がある。
【０００６】
しかしながら、この方法を採用した場合、全てのＧＫにＱ sigプロトコル用の特別なプロ
グラムを実装し、対向する全てのＧＫを事前にそれぞれのＧＫに登録しておく必要がある
ため、システムの設計・開発コストが増大し、拡張性が低下するという問題点があった。
【０００７】
本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、特別な技術を利用せずに複
数のネットワーク間でのローミングサービスを可能にしたローミングネットワークシステ
ムを提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明に係るローミングネットワークシステムは、割り当
てられた通信端末を管理し、前記割り当てられた各通信端末の
を有するホーム装置として、他のゲートキーパーから前記通信端末に関するＬＲＱ信号を
受け取ると前記通信端末の を含むＬＣＦ信号を返信する第１のゲートキーパ
ーと、前記第１のゲートキーパーをホーム装置とする通信端末が自己の管理する領域に移
動してきたときに前記通信端末からの登録要求に対して登録受付を行うことにより、前記
通信端末に対する呼制御を可能にする前記通信端末のローミング先となる第２のゲートキ
ーパーと、を備え、前記第１のゲートキーパーをホーム装置とする通信端末を登録した第
２のゲートキーパーは、前記第１のゲートキーパーを含む他のゲートキーパーにローミン
グ通知メッセージを含むＬＲＱ信号をマルチキャストで送信して前記通信端末のホーム装
置である前記第１のゲートキーパーから前記通信端末の を含むＬＣＦ信号を
受信することによりゲートキーパー間のローミングサービスを行い、前記第２のゲートキ
ーパーによって呼制御され、前記第１のゲートキーパーをホーム装置とする通信端末に対
して他端末から発呼されたとき、前記他端末を呼制御する他のゲートキーパーからのＬＲ
Ｑ信号のマルチキャスト送信に対し、発呼先の通信端末のホーム装置である前記第１のゲ
ートキーパーが前記通信端末の を含むＬＣＦ信号を

返信する
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電話番号とＩＰアドレスと

ＩＰアドレス

ＩＰアドレス

ＩＰアドレス 前記他のゲートキーパー
に と、前記他のゲートキーパーは前記通信端末のＩＰアドレスを前記発呼した他
端末に送信し、前記発呼した他端末は受信したＩＰアドレスの通信端末へのセットアップ



、前記第１のゲートキーパーと前記
第２のゲートキーパーとでコネクションを確立して前記通信端末と他端末との通話を行わ
せる。
【０００９】
このように、第１のゲートキーパーが管理する通信端末が第２のゲートキーパーの領域に
移動した場合であっても、当該通信端末から登録要求を受け取った第２のゲートキーパー
は、第１のゲートキーパーを含む他のゲートキーパーにローミング通知メッセージを含む
ＬＲＱ信号をマルチキャスト送信し、第１のゲートキーパーは当該ＬＲＱ信号のローミン
グ通知メッセージに基づいてローミングを行うと判断する。このとき、第１のゲートキー
パーは、第２のゲートキーパーから受け取ったＬＲＱ信号に応答してＬＣＦ信号を第２の
ゲートキーパーに送信するため、通信端末に対し、複数のゲートキーパー間で相互にロー
ミングサービスを提供することができる。
【００１３】
　また、本発明に係るローミングネットワークシステムは、前記ローミング通知メッセー
ジは、前記通信端末が 前記第２のゲートキーパーによって呼制御され
ていることを示すメッセージである。
【００１５】
　本発明に係るローミングネットワークシステムは、移動端末と、該移動端末を管理する
無線基地局と、該無線基地局を収容するゲートウェイ装置と、該ゲートウェイ装置を管理
するゲートキーパー装置とから構成されるネットワークシステムにおいて、前記移動端末
が他のゲートキーパー装置の管理領域に移動した場合、前記移動端末は移動先の無線基地
局を介して前記他のゲートキーパー装置に自機の登録要求を送信し、この登録要求を受信
した前記他のゲートキーパー装置は前記移動端末の登録処理を行って登録受付を前記移動
端末に送信するとともにほかの複数のゲートキーパー装置に対して前記移動端末の呼制御
を管理していることを示すローミング通知メッセージを含む信号を送信し、この信号を受
信した前記移動端末のホームとなるゲートキーパー装置は前記受信したローミング通知メ
ッセージから前記移動端末が自己をホームとする移動端末であると判断した場合に前記移
動端末の を含む応答信号を返信

。
　このように、移動端末が別のゲートキーパ装置の管理領域に移動した場合であっても、
当該移動端末から登録要求を受け取った移動先のゲートキーパ装置は、ホームゲートキー
パ装置を含む他のゲートキーパ装置にローミング通知メッセージを含む信号をマルチキャ
スト送信するので、ホームゲートキーパ装置は当該信号のローミング通知メッセージに基
づいてローミングを行うと判断することができる。このとき、ホームゲートキーパ装置は
、移動先のゲートキーパ装置に応答信号を返信することにより、移動端末に対し、複数の
ゲートキーパ装置間で相互にローミングサービスを提供することができる。
　また、本発明に係るローミングネットワークシステムは、移動端末と、該移動端末を管
理する無線基地局と、該無線基地局を収容するゲートウェイ装置と、該ゲートウェイ装置
を管理するゲートキーパー装置とから構成されるネットワークシステムにおいて、前記移
動端末が他のゲートキーパー装置の管理領域に移動した場合、前記移動端末は移動先の無
線基地局を介して前記他のゲートキーパー装置に自機の登録要求を送信し、この登録要求
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信号を第１のゲートキーパーに送信し、第１のゲートキーパーは前記受信したセットアッ
プ信号を第２のゲートキーパーに転送することにより

ローミング先である

ＩＰアドレス し、前記移動端末が他のゲートキーパー装置
の管理領域に移動後に発呼端末が前記移動端末に発呼する場合、前記発呼端末を管理する
発呼側ゲートキーパー装置がほかの複数のゲートキーパー装置に対してＬＲＱ信号を送信
し、このＬＲＱ信号を受信したゲートキーパー装置のうち前記移動端末のホームとなるホ
ームゲートキーパー装置が前記移動端末のＩＰアドレスを含む応答信号を返信すると、前
記発呼側ゲートキーパー装置は前記ＩＰアドレスの移動端末へのセットアップ信号を前記
ホームゲートキーパー装置に送信し、前記ホームゲートキーパー装置は前記受信したセッ
トアップ信号を移動先の前記他のゲートキーパー装置に転送することにより、前記ホーム
ゲートキーパー装置と移動先の前記他のゲートキーパー装置とでコネクションを確立して
前記移動端末と前記発呼端末との通話を行わせる



を受信した前記他のゲートキーパー装置は前記移動端末の登録処理を行って登録受付を前
記移動端末に送信するとともにほかの複数のゲートキーパー装置に対して前記移動端末の
位置解決のための信号を送信し、この位置解決のための信号を受信したゲートキーパー装
置のいずれかが前記移動端末のＩＰアドレスを含む応答信号を返信すると、前記他のゲー
トキーパー装置は前記応答信号を返信してきたゲートキーパー装置とコネクションを確立
して前記移動端末の呼制御を管理していることを示すローミング通知メッセージを含むメ
ッセージを送信し、このメッセージを受信したゲートキーパー装置は前記メッセージ中の
情報を登録して応答メッセージを返信

。
　このように、応答信号を受信し移動端末のホームゲートキーパ装置であることを確認し
てから、ホームゲートキーパ装置に対してローミング通知メッセージを送るようにしてい
るため、特別なプロトコルを用いることなくローミングサービスを開始することができる
。
　本発明に係るローミング制御方法は、移動端末が他のゲートキーパー装置の管理領域に
移動した場合、前記移動端末は移動先の無線基地局を介して前記他のゲートキーパー装置
に自機の登録要求を送信し、この登録要求を受信した前記他のゲートキーパー装置は前記
移動端末の登録処理を行って登録受付を前記移動端末に送信するとともにほかの複数のゲ
ートキーパー装置に対して前記移動端末の呼制御を管理していることを示すローミング通
知メッセージを含む信号を送信し、この信号を受信した前記移動端末のホームとなるゲー
トキーパー装置は前記受信したローミング通知メッセージから前記移動端末が自己をホー
ムとする移動端末であると判断した場合に前記移動端末の を含む応答信号を
返信

。
　このように、移動端末が別のゲートキーパ装置の管理領域に移動した場合であっても、
当該移動端末から登録要求を受け取った移動先のゲートキーパ装置は、ホームゲートキー
パ装置を含む他のゲートキーパ装置にローミング通知メッセージを含む信号をマルチキャ
スト送信するので、ホームゲートキーパ装置は当該信号のローミング通知メッセージに基
づいてローミングを行うと判断することができる。このとき、ホームゲートキーパ装置は
、移動先のゲートキーパ装置に応答信号を返信することにより、移動端末に対し、複数の
ゲートキーパ装置間で相互にローミングサービスを提供することができる。
　また、本発明に係るローミング制御方法は、移動端末が他のゲートキーパー装置の管理
領域に移動した場合、前記移動端末は移動先の無線基地局を介して前記他のゲートキーパ
ー装置に自機の登録要求を送信し、この登録要求を受信した前記他のゲートキーパー装置
は前記移動端末の登録処理を行って登録受付を前記移動端末に送信するとともにほかの複
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し、前記移動端末が他のゲートキーパー装置の管理
領域に移動後に発呼端末が前記移動端末に発呼する場合、前記発呼端末を管理する発呼側
ゲートキーパー装置がほかの複数のゲートキーパー装置に対してＬＲＱ信号を送信し、こ
のＬＲＱ信号を受信したゲートキーパー装置のうち前記移動端末のホームとなるホームゲ
ートキーパー装置が前記移動端末のＩＰアドレスを含む応答信号を返信すると、前記発呼
側ゲートキーパー装置は前記ＩＰアドレスの移動端末へのセットアップ信号を前記ホーム
ゲートキーパー装置に送信し、前記ホームゲートキーパー装置は前記受信したセットアッ
プ信号を移動先の前記他のゲートキーパー装置に転送することにより、前記ホームゲート
キーパー装置と移動先の前記他のゲートキーパー装置とでコネクションを確立して前記移
動端末と前記発呼端末との通話を行わせる

ＩＰアドレス
し、前記移動端末が前記他のゲートキーパー装置の管理領域に移動後に発呼端末が前

記移動端末に発呼する場合、前記発呼端末を管理する発呼側ゲートキーパー装置がほかの
複数のゲートキーパー装置に対してＬＲＱ信号を送信し、このＬＲＱ信号を受信したゲー
トキーパー装置のうち前記移動端末のホームとなるホームゲートキーパー装置が前記移動
端末のＩＰアドレスを含む応答信号を返信すると、前記発呼側ゲートキーパー装置は前記
ＩＰアドレスの移動端末へのセットアップ信号を前記ホームゲートキーパー装置に送信し
、前記ホームゲートキーパー装置は前記受信したセットアップ信号を移動先の前記他のゲ
ートキーパー装置に転送することにより、前記ホームゲートキーパー装置と移動先の前記
他のゲートキーパー装置とでコネクションを確立して前記移動端末と前記発呼端末との通
話を行わせる



数のゲートキーパー装置に対して前記移動端末の位置解決のための信号を送信し、この位
置解決のための信号を受信したゲートキーパー装置のいずれかが前記移動端末のＩＰアド
レスを含む応答信号を返信すると、前記他のゲートキーパー装置は前記応答信号を返信し
てきたゲートキーパー装置とコネクションを確立して前記移動端末の呼制御を管理してい
ることを示すローミング通知メッセージを含むメッセージを送信し、このメッセージを受
信したゲートキーパー装置は前記メッセージ中の情報を登録して応答メッセージを返信

。
　このように、応答信号を受信し移動端末のホームゲートキーパ装置であることを確認し
てから、ホームゲートキーパ装置に対してローミング通知メッセージを送るようにしてい
るため、特別なプロトコルを用いることなくローミングサービスを開始することができる
。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係るローミングネットワークシステムの実施の形態について、〔第１の実
施形態〕、〔第２の実施形態〕の順に図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】
［第１の実施の形態］
図１に、第１の実施形態のローミングネットワークシステムのシステム構成図およびシー
ケンスチャートを示す。同図に示すように、本実施形態のローミングネットワークシステ
ム１００は、ＶｏＩＰネットワーク１０１上の各ゲートキーパー（以下「ＧＫ」という。
）１１１，１１２，１１３に基地局（ＣＳ）１３１，１３２を対応させ、各基地局（ＣＳ
）１３１，１３２が受け持つ無線通信エリア内の通信端末（ＰＳ）を各ＧＫ１１１，１１
２，１１３に割り当てて構成されている。各基地局（ＣＳ）１３１，１３２は、それぞれ
ゲートウェイ（以下「ＧＷ」という。）１４１，１４２を介してＶｏＩＰネットワーク１
０１に接続されている。各ＧＫ１１１，１１２，１１３には、自ＧＷに割り当てられた通
信端末（ＰＳ）の端末情報（電話番号やＩＰアドレスなど）が登録されている。
【００１８】
当該ローミングネットワークシステム１００のシーケンスは以下の通りである。ここでは
、特許請求の範囲の第１のゲートキーパーに該当するＧＫ１１１をホーム装置（ home）と
し、第２のゲートキーパーに該当するＧＫ１１２をローマー装置（ roamer）とし、ＧＫ１
１３をその他のＧＫとして説明する。また、図１中の符号１５１はホーム装置１１１に割
り当てられた通信端末（ＰＳ１）であり、本実施形態ではＰＨＳ端末とする。したがって
、当該通信端末を、以下、ＰＨＳ端末１５１と表記する。なお、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１
５１はＲＣＲ　ＳＴＤ－２８に準拠したエンドポイントに相当する装置であり、ＧＷ１４
１，１４２はＨ．３２３勧告に準拠したエンドポイントに相当する装置である。
【００１９】
まず、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１は、ホーム装置１１１が受け持つ無線通信エリア内に
位置するときには、ＰＨＳ基地局（ＣＳ）１３１およびＧＷ１４１を介して、ホーム装置
１１１に向けてＲＲＱ（登録要求）信号を送る。ホーム装置１１１は、ＲＲＱ信号を受信
し、自ＧＫにて登録可能であれば登録処理を行うと共に、その旨を知らせるＲＣＦ（登録
受付）信号をＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１に返送する。
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し
、前記移動端末が前記他のゲートキーパー装置の管理領域に移動後に発呼端末が前記移動
端末に発呼する場合、前記発呼端末を管理する発呼側ゲートキーパー装置がほかの複数の
ゲートキーパー装置に対してＬＲＱ信号を送信し、このＬＲＱ信号を受信したゲートキー
パー装置のうち前記移動端末のホームとなるホームゲートキーパー装置が前記移動端末の
ＩＰアドレスを含む応答信号を返信すると、前記発呼側ゲートキーパー装置は前記ＩＰア
ドレスの移動端末へのセットアップ信号を前記ホームゲートキーパー装置に送信し、前記
ホームゲートキーパー装置は前記受信したセットアップ信号を移動先の前記他のゲートキ
ーパー装置に転送することにより、前記ホームゲートキーパー装置と移動先の前記他のゲ
ートキーパー装置とでコネクションを確立して前記移動端末と前記発呼端末との通話を行
わせる



【００２０】
ＲＣＦ信号を受け取ったＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１は、ホーム装置１１１を通じて他端
末（ＰＨＳ端末等のエンドポイント）と通信を行う。ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１は、ホ
ーム装置１１１が受け持つ無線通信エリアから、ローマー装置１１２が受け持つ無線通信
エリアへと移動すると、移動先のＰＨＳ基地局１３２およびＧＷ１４２を介して、ローマ
ー装置１１２に向けてＲＲＱ信号を送る。
【００２１】
ローマー装置１１２は、ＲＲＱ信号を受信し、自装置にて登録可能であれば登録処理を行
ってＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１に対する呼制御を可能にすると共に、その旨を知らせる
ＲＣＦ信号をＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１に返送する。さらに、ローマー装置１１２は、
ホーム装置１１１および他のＧＫ１１３に、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１がローマー装置
１１２によって呼制御されていることを示すローミング通知メッセージを含んだＬＲＱ信
号をマルチキャスト送信する。当該ＬＲＱ信号は、ホーム装置１１１以外のＧＫ１１３で
は無視される。
【００２２】
ホーム装置１１１は、ローマー装置１１２から受信したＬＲＱ信号に含まれるローミング
通知メッセージに基づいて、自装置が管理しているＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１であると
判断し、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１のエンドポイント管理情報を含むＬＣＦ信号をロー
マー装置１１２に返送する。ホーム装置１１１は、ローマー装置１１２から受け取ったＰ
ＨＳ端末（ＰＳ１）１５１のエンドポイント位置情報を自装置に登録し、ＰＨＳ端末（Ｐ
Ｓ１）１５１へのローミング制御を行う。
【００２３】
次に、図２を参照して、ローマー装置１１２によって呼制御されている状態のＰＨＳ端末
（ＰＳ１）１５１に対する発呼方法ついて説明する。図２中の符号１６１は発呼側ＩＰ電
話であり、符号１７１は発呼側ＩＰ電話１６１を呼制御するＧＫである。
【００２４】
発呼側ＩＰ電話１６１は、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１を呼び出すためのＡＲＱ信号をＧ
Ｋ１７１に送る。ＧＫ１７１は、ＡＲＱ信号を受信すると、ホーム装置１１１、ローマー
装置１１２および他のＧＫ１１３に、ＬＲＱ信号をマルチキャスト送信する。この場合、
ホーム装置１１１は、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１がローマー装置１１２の呼制御下にあ
ることを把握しているので、ＬＲＱ信号に応答し、ＬＣＦ信号を発呼側ＩＰ電話１６１の
ＧＫ１７１に返す。当該ＬＣＦ信号は、ホーム装置１１１の呼制御下でのＰＨＳ端末（Ｐ
Ｓ１）１５１のエンドポイント位置情報（ＩＰアドレス）を通知するものである。
【００２５】
ＧＫ１７１は、ＬＣＦ信号を受け取ると、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１のＩＰアドレスを
通知するＡＣＦ信号を発呼側ＩＰ電話１６１に送信する。発呼側ＩＰ電話１６１は、通知
されたＩＰアドレスへのコネクションを要求するセットアップ信号（ Setup）をホーム装
置１１１に送信する。ホーム装置１１１は、セットアップ信号を受け取ると、発呼側ＩＰ
電話１６１とのコネクションを確立する。そして、発呼側ＩＰ電話１６１に、セットアッ
プ信号に応じた受付信号（ CallProc）を返した後、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１のＩＰア
ドレズへのセットアップを要求するセットアップ信号（ Setup）をローマー装置１１２に
転送する。
【００２６】
ローマー装置１１２は、セットアップ信号を受け取ると、ホーム装置１１１とのコネクシ
ョンを確立する。そして、セットアップ信号に応じた受付信号（ CallProc）をホーム装置
１１１に返した後、セットアップ信号（ Setup）をＧＷ１４２に送信する。ＧＷ１４２は
、セットアップ信号を受け取ると発呼側ＩＰ電話１６１とのコネクションを確立する。そ
して、ローマー装置１１２に、セットアップ信号に応じた受付信号（ CallProc）を返した
後、ＰＨＳ基地局１３２を介してＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１を発呼する。この発呼に応
答してＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１が着呼し、発呼側ＩＰ電話１６１とＰＨＳ端末（ＰＳ
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１）１５１との間でＶｏＩＰによる通話が可能となる。
【００２７】
以上説明したように、本実施形態のローミングネットワークシステムによれば、複数のゲ
ートキーパー間で相互にローミングサービスを提供することができる。また、Ｑ sigOverI
P等の特別なソフトウェアを必要としないため、設計／開発する際の開発リソースを低減
でき、かつ、専用のＴＣＰコネクションを必要としないため、ゲートキーパーの TCPSocke
t等を余分に使用することがない。さらに、各ゲートキーパーに通信端末を事前に登録す
る必要がないため、システム拡張の際の煩雑な作業や処理を低減することができる。
【００２８】
［第２の実施の形態］
次に、本発明の第２の実施形態について説明する。図３に、第２の実施形態のローミング
ネットワークシステムのシステム構成図およびシーケンスチャートを示す。このローミン
グネットワークシステム２００は、システム構成に関しては図１と同じであるがシーケン
スが異なる。
【００２９】
本実施形態のローミングネットワークシステム２００のシーケンスは以下の通りである。
まず、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１は、ホーム装置１１１が受け持つ無線通信エリアから
ローマー装置１１２が受け持つ無線通信エリアへと移動すると、移動先のＰＨＳ基地局１
３２およびＧＷ１４２を介して、ローマー装置１１２に向けてＲＲＱ信号を送る。
【００３０】
ローマー装置１１２は、ＲＲＱ信号を受信し、自装置にて登録可能であれば登録処理を行
ってＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１に対する呼制御を可能にすると共に、その旨を知らせる
ＲＣＦ信号をＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１に返送する。さらに、ローマー装置１１２は、
ホーム装置１１１および他のＧＫ１１３に、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１の位置解決のた
めのＬＲＱ信号をマルチキャスト送信する。このＬＲＱ信号は、ホーム装置１１１以外の
ＧＫ１１３には無視される。
【００３１】
ホーム装置１１１は、ローマー装置１１２から受信したＬＲＱ信号に応答するＬＣＦ信号
をローマー装置１１２に返信する。当該ＬＣＦ信号は、ホーム装置１１１の呼制御下での
ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１のエンドポイント位置情報（ＩＰアドレス）を通知するもの
である。ローマー装置１１２は、ＬＣＦ信号を受信すると、ホーム装置１１１に対しコネ
クションを要求するセットアップ信号（ Setup）を送信する。ホーム装置１１１は、セッ
トアップ信号を受け取ると、ローマー装置１１２とのコネクションを確立する。そして、
ローマー装置１１２にセットアップ信号に応じた受付信号（ CallProc）を返信した後、両
者間のコネクションが確立されたことを示すコネクト信号（ connect）を送信する。
【００３２】
ローマー装置１１２は、コネクト信号を受け取ると、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１がロー
マー装置１１２によって呼制御されていることを示すローミング通知メッセージ（ Facili
ty）をホーム装置１１１に送信する。ホーム装置１１１は、ローミング通知メッセージに
より通知された情報を自装置に登録した後、登録が完了したことを示す信号（ RealComp）
をローマー装置１１２に返信する。
【００３３】
次に、図４を参照して、ローマー装置１１２によって呼制御されている状態のＰＨＳ端末
（ＰＳ１）１５１に対する発呼方法ついて説明する。図２と同様に、図４中の符号１６１
は発呼側ＩＰ電話であり、符号１７１は発呼側ＩＰ電話１６１を呼制御するＧＫである。
【００３４】
発呼側ＩＰ電話１６１は、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１を呼び出すためのＡＲＱ信号をＧ
Ｋ１７１に送る。ＧＫ１７１は、ＡＲＱ信号を受信すると、ホーム装置１１１、ローマー
装置１１２および他のＧＫ１１３に、ＬＲＱ信号をマルチキャスト送信する。この場合、
ホーム装置１１１は、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１がローマー装置１１２の呼制御下にあ
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ることを把握しているので、ＬＲＱ信号に応答し、ＬＣＦ信号を発呼側ＩＰ電話１６１の
ＧＫ１７１に返す。当該ＬＣＦ信号は、ホーム装置１１１の呼制御下でのＰＨＳ端末（Ｐ
Ｓ１）１５１のエンドポイント位置情報（ＩＰアドレス）を通知するものである。
【００３５】
ＧＫ１７１は、ＬＣＦ信号を受け取ると、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１のＩＰアドレスを
通知するＡＣＦ信号を発呼側ＩＰ電話１６１に送信する。発呼側ＩＰ電話１６１は、通知
されたＩＰアドレスへのコネクションを要求するセットアップ信号（ Setup）をホーム装
置１１１に送信する。ホーム装置１１１は、セットアップ信号を受け取ると、発呼側ＩＰ
電話１６１とのコネクションを確立する。そして、発呼側ＩＰ電話１６１に、セットアッ
プ信号に応じた受付信号（ CallProc）を返した後、ＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１のＩＰア
ドレズへのセットアップを要求するセットアップ信号（ Setup）をローマー装置１１２に
転送する。
【００３６】
ローマー装置１１２は、セットアップ信号を受け取ると、ホーム装置１１１とのコネクシ
ョンを確立する。そして、セットアップ信号に応じた受付信号（ CallProc）をホーム装置
１１１に返した後、セットアップ信号（ Setup）をＧＷ１４２に送信する。ＧＷ１４２は
、セットアップ信号を受け取ると発呼側ＩＰ電話１６１とのコネクションを確立する。そ
して、ローマー装置１１２に、セットアップ信号に応じた受付信号（ CallProc）を返した
後、ＰＨＳ基地局１３２を介してＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１を発呼する。この発呼に応
答してＰＨＳ端末（ＰＳ１）１５１が着呼し、発呼側ＩＰ電話１６１とＰＨＳ端末（ＰＳ
１）１５１との間でＶｏＩＰによる通話が可能となる。
【００３７】
以上説明したように、本実施形態のローミングネットワークシステムによれば、複数のゲ
ートキーパー間で相互にローミングサービスを提供することができる。また、第１の実施
形態と異なり、ローマー装置１１２からマルチキャストで送られるＬＲＱ信号にはローミ
ング通知メッセージ（ Facility）が含まれておらず、ＬＲＱ信号を送信したローマー装置
に対してローミング通知メッセージ（ Facility）を送るようにしているため、特別なプロ
トコルを用いることなくローミングサービスを提供することができる。
【００３８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係るローミングネットワークシステムよれば、通信端末に
対し、複数のゲートキーパー間で相互にローミングサービスを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態のローミングネットワークシステムのシステム構成図およびシー
ケンスチャートを示す図
【図２】第１の実施形態のローミングネットワークシステムにおける発呼の際のシーケン
スチャート
【図３】第２の実施形態のローミングネットワークシステムのシステム構成図およびシー
ケンスチャート
【図４】第２の実施形態のローミングネットワークシステムにおける発呼の際のシーケン
スチャート
【符号の説明】
１００，２００　ローミングネットワークシステム
１０１　ＶｏＩＰネットワーク
１１１　ホーム装置
１１２　ローマー装置
１１３　他のゲートキーパー
１３１，１３２　ＰＨＳ基地局
１４１，１４２　ゲートウェイ
１５１　ＰＨＳ端末（ＰＳ１）
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１６１　発呼側ＩＰ電話
１７１　発呼側ＩＰ電話のゲートキーパー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(12) JP 4014930 B2 2007.11.28



フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－２８５９１６（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２８６８９７（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－２２３７４６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－２１４３５８（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１２２６５９（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B  7/24- 7/26
              H04L 12/00-12/26
              H04L 12/50-12/66
              H04M  3/00
              H04M  3/16- 3/20
              H04M  3/38- 3/40
              H04M  7/00- 7/16
              H04Q  7/00- 7/38

(13) JP 4014930 B2 2007.11.28


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

